
 
 

報道機関各位                 令和５年１０月１９日 

            北九州市デジタル市役所推進室  

職員一人ひとりがイノベーター DX で実現する未来の働き方 

～作業時間 1０万時間削減に向けて、市政変革を加速！～ 

 

現在、一部の部署に導入しているローコードツール（下記※参照）につい

て、令和５年１１月１日から、北九州市の全職員（約８,０００人）が使える

ように拡大し、全庁的な活用を開始します。 

全庁的な業務改善や情報共有を推進することで、令和７年度末までに 

作業時間１０万時間削減に向けて、市政変革を加速させます。ＤＸによって

捻出した職員のリソースは、相談や支援、市民に直接接する業務などに振り

向け、更なる市民サービスの向上につなげていきます。 

記 

 1 これまでの成果  

 ∇令和３年１０月、ローコードツール試行導入 

 ∇現在、職員約９００人が利用し、１７３システムを開発・稼働中 

 ∇令和４年度に削減できた職員の作業時間：約３.６万時間 

 ∇導入１年半で節減できたと試算されるシステム費用：約２２億円相当 

 ∇保健所の新型コロナ陽性者管理をはじめ多くの業務でＤＸを実現（別紙） 
 

 2 今後の取組  

 ∇１１月１日から全職員（約８,０００人）で活用 

 ∇業務に活用できるシステム開発の拡大 

 ∇職員への教育・研修の充実、活用事例の共有・普及 

 ∇令和７年度末までの目標 

  ・年間削減作業時間：１０万時間（令和７年度） 

  ・節減可能と試算されるシステム費用：１００億円相当（累計額） 
 

※プログラミング等の専門知識がなくても、簡単に業務システムを開発できるツール 

連携協定を締結しているサイボウズ社の kintoneを活用 
 

【問い合わせ先】 

デジタル市役所推進室 

℡ 093-582-3007 担当課長：須山 担当係長：髙塚 

 

 

全国最大規模 



応援職員を８５名削減（約100名→約15名）

保健所における新型コロナウイルス陽性者の発⽣届処理等

kintoneを活用したDXの事例kintoneを活用したDXの事例

⾮効率で多くの応援職員が必要 業務量が削減、応援職員が最⼩限に

導入前 導入後

どこ？！

陽性者の調査内容等を
手書きし、個別フォルダへ

陽性者の調査内容等を
システムで⼀元管理

職員がローコードツールでシステム構築

フォルダ・用紙・印刷代を約1,000万円削減



導入前 導入後

システム内製により、年間作業時間を１５７時間削減

⽼朽空き家等除却補助現地判定

kintoneを活用したDXの事例kintoneを活用したDXの事例



導入前 導入後

住⺠税⾮課税世帯に対する臨時特別給付⾦事業

２か月で1.2万件の電子申請／1,069時間の業務量削減

記載内容を確認し、不備があれば
再度、「確認書」を市⺠に郵送、返信依頼

開封や読取に膨大な人員と時間が必要
再送手続きが発⽣ ・ 紙の保管場所も必要

市⺠が「確認書」に必要な項⽬を記⼊して郵送 市⺠がスマートフォンなどからオンライン申請

⼊⼒フォーム上で
自動チェック、不備ない申請のみ受付

申請が即時反映され、CSVが自動⽣成

不備のない申請のみを自動でデータベース化
CSVで出⼒し、RPAが自動で振込システムに登録

kintoneを活用したDXの事例kintoneを活用したDXの事例


